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第
一
章

小
走
(
こ
ば
し
り
)

藩
政
時
代
の
久
万
山
に
は
久
万
山
代
官
所
が
あ

っ
た
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
に
は
庄
屋

・
小
走
・
使
番
を
置
き
、
当
時
の
村
の
広
報

こ
ば
し
り

は
、
小
走
が
庄
屋
の
命
を
受
け
て
、
村
の
行
政
、

年
貢
の
取
立
な
ど
の
い
わ
ゆ
る

「
お
ふ
れ
(
触
と
を
、
広
く
人
々
に
口
伝
え
で
、
伝
え

た
も
の
で
あ
る
。
圧
屋
の
配
下
で
は
あ
る
が
、
庄
屋
同
様
代
官
所
か
ら
給
米
を
支
給
さ
れ
た
。
当
時
の
記
録
に
よ
る
と
、
柏
野
村
小
走
四

人、

給
米
年
八
俵
、
大
味
川
村
小
走
三
人
、

給
米
年
三
俵
三
斗
と
な

っ
て
い
る
。

(
久
万
山
手
鑑
〉

や
が
て
圧
屋
が
廃
止
さ
れ
て
戸
長
に
な
っ
て
も
、
小
走
の
広
報
伝
達
の
任
務
は
、
従
前
ど
お
り
で
あ

っ
た
。

明
治
二
十
三
年
(
一
八
九
O
)
町
村
制
実
施
と
と
も
に
柏
野
村
、
大
味
川
が
合
併
し
て
、
柏
川
村
と
な
り
、
戸
長
に
代
わ
っ
て
、
大
組
長

(前
組
・
相
ノ
峰
・
笠
方

・
渋
草

・
大
成

・
本
組

・
中
組
・
川
ノ
子
・
相
ノ
木
・
若
山
)
を
置
い
た
。
大
組
長
は
そ
の
部
落
の
選
挙
に
よ
っ
て
、

選
ば
れ
た
部
落
の
代
表
で
あ
る
が
、
自
動
的
に
村
の
行
政
機
関
の

一
員
で
、
ま
た
、
村
、
部
落
の
広
報
の
手
段
と
し
て
の
任
務
を
持
っ
て

小走〈こぱしの

、
"
-
0

1
V
中
れ村

か
ら
の
知
ら
せ
は
大
組
長
へ

、
大
組
長
は
配
下
の
小
走
を
し
て
、
行
政
・
税
金
又
は
部
落
内
の
行
事
な
ど
に

つ
い
て
、

主
と
し
て
徒

歩
に
よ
り
、

口
伝
で
広
報
活
動
を
行

っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
三
九
四
七
〉
、
大
組

長
に
代
わ
る
嘱
託
員
制
度
が
生
ま
れ
た
。
小
走
り
は
な
く
な
り
、
村
の
広
報
は
定
期
の
嘱
託
員

第 Z章

会
又
は
随
時
文
書
に
よ
り
、
各
部
落
に
伝
達
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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広
報
も
行
政
と
並
行
し
て
、
縦
割
り
で
活
動
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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第
二
章

第10編

昭
和
六
年
(
一
九
三
一
〉
ご
ろ
か
ら
村
営
の
私
設
電
話
を
設
置
し
、
広
報
の
伝
達
を
即
刻
し
か
も
円
滑
な
ら
し
め
た
。

は
じ
め
は
村
の
連
絡
手
段
と
し
て
大
組
単
位
に
通
話
を
開
始
し
た
が
、
し
だ
い
に
、
希
望
に
応
じ
て
個
人
に
ま
で
取
り
付
け
る
こ
と
と

な
っ
た
。
し
か
し
電
話
線
・
電
柱
・
電
話
機
な
ど
、
当
時
と
し
て
は
相
当
の
経
費
が
か
か
る
た
め
、
昭
和
十
六
年
二
月
、
新
居
浜
市
住
友

一五

O
O円
の
寄
付
を
受
け
て
い
る
。

鉱
業
株
式
会
社
別
子
鉱
業
所
か
ら
、

昭
和
十
四
年
戦
争
た
け
な
わ
の
こ
ろ
、
笠
方
部
落
か
ら
、
電
話
架
設
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

防
空
用
電
話
架
設
ノ
義
陳
情
書
(
原
文
の
ま
ま
〉

当
部
落
ハ
村
役
場
ヨ
リ
離
ル
、
コ
ト
殆
ド
二
里
ニ
シ
テ
防
空
ノ
通
報
等
ノ
伝
達
一
一
自
転
車
ヲ
以
テ
行
ヒ
ッ
、
ア
ル
モ
道
路
至
ツ
テ
悪
ク
殊
一
一
冬
季

ハ
積
雪
ノ
為
自
転
車
ヲ
用
フ
ル
事
能
ハ
ザ
ル
場
合
多
ク
シ
テ
防
空
警
報
ノ
通
達
ガ
完
全
ニ

実
施
不
可
能
ノ
次
第
二
有
之
候
ニ
付
村
役
場
ト
当
部
落
間

ニ
電
話
ヲ
架
設
シ
以
テ
防
空
通
報
ノ
完
備
ヲ
期
セ
ラ
ル
様
急
速

一
一
御
取
運
被
下
度
之
レ
ガ
経
費
ノ
負
担

一一
就
テ
ハ
当
部
落
-
一
於
テ
相
当
ノ
犠
牲
ヲ
払

フ
所
存
一
一
有
之
候
-
一
付
何
卒
特
別
ノ
御
取
計
-
一
テ
急
速
一
一
実
施
方
御
願
申
上
候

昭
和
十
四
年
十
月
三
十
一
日

面
河
村
笠
方

面
河
村
警
防
団
第
三
分
団

分
団
長

八
幡
光
政

班

長

津
島
信

笠
方
家
庭
防
空
組
合
長



笠
方
大
組
長

菅
野
正
之

面
河
村
長
八
幡
文
太
郎
殿

こ
れ
に
よ
り
、
当
時
の
広
報
活
動
の
困
難
さ
を

つ
ぶ
さ
に
し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

戦
争
中
の
兵
士
の
動
員
令
の
伝
達
、
戦
没
者
の
通
報
な
ど
は
、
村
役
場
か
ら
徒
歩
で
、
村
内
の
各
該
当
者
に
伝
達
さ
れ
た
。
雨
・

風

・

ち
ょ
う
ち
ん

雪
に
か
か
わ
り
な
く
、
特
に
夜
間
は
役
場
備
付
け
の
弓
張
提
灯
を
さ
げ
て
伝
達
が
行
わ
れ
て

い
た
。

そ
う
し
た
非
常
時
の
通
達
も
、
私
設
村
営
電
話
に
よ
り
、
役
場
か
ら
部
落
へ

、
ま
た
部
落
聞
の
通
話
は
、
役
場
の
私
設
交
換
台
か
ら、

そ
れ
ぞ
れ
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

県
道
・
町
村
道
の
発
達
整
備

・
自
動
車
交
通

・
そ
し
て
電
話
の
普
及
に
よ
り
私
設
村
営
電
話
も
、
戦
後

(昭
和
二
十
年
〉
姿
を
消
し
た
。

村営私設電話第 2章

549 
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第
三
章

広
報
放
送
施
設

第10編

有
線
放
送
は
全
国
各
所
で
、
役
場
農
業
協
同
組
合
・
公
民
館
を
中
心
に
、
普
及
し
て
い
る
。
特
に
農
山
村
地
域
で
は
、
重
要
な
る
広
報

手
段
で
あ
る
。

昭
和
三
十
二
年
大
味
川
本
組
部
落
は
、
部
落
単
独
で
当
時
の
城
山
小
学
校
に
放
送
施
設
を
設
け
、
城
山
小
学
校
合
併
後
、
旧
校
舎
を
城

山
公
民
館
に
転
用
、
こ
れ
に
伴
い
公
民
館
活
動
と
し
て
、
放
送
施
設
を
充
実
整
備
し
た
。

(
工
費
約
一
五
万
円
〉

渋
草
部
落
も
同
様
、
昭
和
三
十
三
年
三
月
農
業
協
同
組
合
に
有
線
放
送
施
設
を
設
置
し
た
。

こ
れ
ら
と
相
前
後
し
て
、
川
ノ
子
部
落
も
工
費
約
四
万
円
を
投
じ
て
、
独
自
の
放
送
を
開
始
し
た
。

昭
和
三
十
九
年
、
相
ノ
峰
部
落
は
、
相
ノ
峰
公
民
館
建
築
と
同
時
に
、

工
費
約
一
五
万
五

0
0
0円
で
、
公
民
館
に
、
放
送
施
設
を
設

置
し
て
い
る
。

面
河
村
に
お
い
て
も
、
昭
和
四
十
五
年
以
降
、
役
場
か
ら
の
緊
急
伝
達
・
農
業
協
同
組
合
か
ら
の
連
絡

・
部
落
内
の
行
事
・
小
・
中
学

校
か
ら
の
通
達

・
並
び
に
災
害
の
通
報
な
ど
は
、
部
落
の
有
線
放
送
を
通
じ
て
、
一
般
に
即
刻
伝
達
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
放
送
施
設
も
、
昭
和
四
十
五
年
(
村
長
青
木
定
市
)
面
河
村
一
元
の
、
農
事
放
送
施
設
に
統
合
さ
れ
た。

昭
和
四
十
四
年
(
一
九
一
一

)、

振
興
山
村
農
林
漁
業
特
別
開
発
事
業
(
第
一
次
)
と
し
て
、
農
事
放
送
施
設
が
、
面
河
村
農
業
協
同
組

合
を
事
業
主
体
と
し
て
、
昭
和
四
十
五
年
に
完
成
し
た
。

総
事
業
費
六
三
六
万
五

0
0
0円
(
国
庫
補
助
三
一
八
万
二

0
0
0円
、
村
負
担
一
五
九
万
一

0
0
0円、

農
協
並
び
に
受
益
者
負
担

一
五
九
万



二

0
0
0円
言

施
工
個
所
柏
野
二
か
所
A

渋
草
(
農
協
〉
、
相
ノ
峰
(
公
民
館
)
》

、
大
味

川
五
か
所
A

本
組

ハ
公
民
館
)
、
中
組
ハ
公
民
館
)
、

川
ノ
子

(日
野
晴

見
)
、
相
ノ
木
(
集
会
所
〉
、
若
山
(
菅
英
郎
〉
》
、
事
業
量
五
八
五
戸
、
二

O
六
一
人
に
利
用
さ
れ
た
が
前
組
・
笠
方
大
成
地
域
は
放
送
エ
リ
ア
に

参
加
で
き
ず
、
村
内
一
元
化
比
率
七

O
%
で
あ
る
。

P
V
線
二
万
二
七

0
0
メ
ー
ト
ル
、
ト
ラ
ン

ペ
ッ

ト
ス
ピ
ー
カ
ー
二
七
、

メ
イ
ン

ア
ン
プ
(
ロ

ッ
カ
ー
型
五
O
O
W
〉

農
業
協
同
組
合
事
務
所
に
置
か
れ
、
も
う
一
台
(
デ
ス
ク
型

・一

二
O
W
〉
は
城
山
公
民
館
に
設
置
さ
れ
た
。

一
台
は
、
面
河
村

こ
れ
に
よ
り
、
伝
達
事
項
が
確
実
か

つ
迅
速
に
、

し
か
も
、
話
し
言
葉
で
伝
え
ら
れ
る
の
で
理
解
さ
れ
や
す
い
こ
と
、
火
災
な
ど
緊
急

を
要
す
情
報
が
速
や
か
と
な
り
、
対
策
が
早
急
に
で
き
、
犯
罪
防
止
な
ど
に
役
だ
つ

こ
と
、

農
産
物
集
荷
・
出
荷
、
ま
た
、

農
林
作
業
の

指
導
連
絡
が
迅
速
に
な

っ
た
こ
と
、
学
校
と
父
兄
と
の
連
絡
事
項
の
強
化
が
で
き
る
こ
と
、

な
ど
生
活
上
有
効
な
影
響
を
与
え
た
。

し
か
し
、
こ

の
有
線
放
送
施
設
も
、
暴
風
雨
・
大
雪
な
ど
の
と
き
、
送
信
線
が
被
害
に
遭
い
、
緊
急
連
絡
が
不
可
能
に
な
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

広報放送施設

そ
の
た
め
、
村
当
局
は
面
河
村
役
場
を
キ
l
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
し
、
村
内
一

O
か
所
に
サ
ブ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン

を
設
け
る
無
線
放
送
施
設

設
置
計
画
に
つ
い
て
、
県
当
局
並
び
に
関
係
方
面
に
強
力
な
働
き
か
け
を
し
た
。

同
報
無
線
局
の
開
設
に
つ
い
て
の
要
望
書

昭
和
五
三
年
九
月
二
九
日

四
国
電
波
監
理
局
長
殿

第 3章

愛
媛
県
上
浮
穴
郡
面
河
村

中
川
鬼
子
太
郎

当
村
は
、
愛
媛
県
上
浮
穴
郡
の
山
間
部
に
位
置
し
、

景
勝
面
河
渓
を
村
内
に
包
含
し
農
林
業
を
主
産
業
と
す
る
農
村
で
あ
り
ま
す
。
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面
河
村
長
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当
村
は
、
村
民
を
対
象
と
し
た
地
方
行
政
事
務
を
円
滑
か
つ
迅
速
に
遂
行
す
る
た
め
の

一
端
と
し
て
、
広
報
活
動
を
重
視
し
ま
た
活
発
に
こ
れ
を

行
い
、
主
要
産
業
の
基
盤
拡
充

・
生
活
環
境
の
改
善

・
住
民
の
福
祉
の
向
上
等
に
つ
い
て
は
特
に
留
意
し
た
行
政
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
昭
和
四
四
年
度
に
農
林
省
構
造
改
善
事
業
の
補
助
を
受
け
て
、
有
線
放
送
装
置
を
施
設
し
ま
し
た
が
、
広
大
な
山
間
部
の
当
村
内
全

域
を
網
ら
す
る
た
め
に
は
、
有
線
の
総
延
長
は
膨
大
で
あ
り
、
し
か
も
集
落
か
ら
集
落

へ
の
連
絡
の
た
め
に
急
し
ゅ
ん
な
山
岳
部
で
の
工
事
が
そ
の

ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
有
線
施
設
は
災
害
発
生
(
特
に
集
中
豪
雨
時
の
崖
崩
れ
等
)
の
都
度
断
線
事
故
を
併
発
し

て、

緊
急
時
に
お
け
る
運
用
に
支
障
を
来
た
す
ば
か
り
で
な
く
、
復
旧
ま
で
の
期
間
と
そ
の
費
用
の
問
題
等
か
ら
広
報
活
動
は
、
当
初
計
画
の
大
幅

な
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
広
報
用
自
動
車
で
の
村
内
の
巡
回
、
広
報
紙
の
発
行
等
に
よ
る
広
報
は
、
地
理
的
条

件
、
迅
速
性
に
欠
け
る
等
、
種
々
の
制
約
を
受
け
る
た
め
広
報
活
動
の
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
解
決
の
た
め
、
広
報
の
周
知
徹
底
を
図
り
、
村
内
行
事
の
通
報
を
円
滑
に
行
い、

災
害
時
に
お
い
て
も
的
確
な
通
報
を
迅
速
に
行
う
等
、
行

政
上
の
立
体
的
連
絡
手
段
を
種
々
検
討
し
た
結
果
、
同
報
用
無
線
電
話
装
置
に
よ
る
よ
り
他
は
な
い
と
判
断
し
、
今
回
そ
の
設
置
を
計
画
し
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

552 

第10編

な
お
、
計
画
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

面
河
村
役
場
内
に
同
報
用
固
定
局
を
設
置
し
、村
内
一

斉
お
よ
び
随
時
集
落
を
選
択
し
て
役
場
よ
り
情
報
を
通
報
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
に
設
置
す

る
受
信
機
を
通
じ
て
、
附
近
の
住
民
に
対
し
拡
声
器
に
よ

っ
て
伝
達
す
る
方
法
を
骨
子
と
し
て
お
り
ま
す
。
受
信
筒
所
は
集
落
地
区
お
よ
び
観
光
地

な
ど
村
内
で
二
三

i
三

O
筒
所
を
予
定

(音
響
試
験
に
よ
っ
て
決
め
る
)
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
予
定
地
に
お
い

て
は
電
波
伝
播
試
験
を
行
い、

実
用
上
全
く
問
題
の
な
い
電
界
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
地
区
事
情
に
よ
り

一
部
有
線
を
延
長
す
る
部
落
が
数
箇
所

(
三

i
五
)
あ
る
他
、
特
に
山
間
部
の
民
家
が
離
散
し
て
い
る
と
こ

ろ
に

つ
い
て
は
、
数
台
の
個
別
受
信
機
を
併
用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
ま

す。
以
上
の
事
情
で
あ
り
ま
す
の
で
、
当
面
河
村
の
間
報
用
無
線
局
の
開
設
は
是
非
と
も
必
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、
宜
敷
く
お
取
り
計
ら
し
γ

下
さ
る
よ

う
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。



そ
の
努
力
の
結
果
、
二
か
年
継
続
事
業
で
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日
に
着
工
め
運
び
と
な
り
、
総
工
費
三
七
三

O
万
円
φ
経
費

を
投
じ
、
同
五
十
四
年
八
月
八
日
完
成
し
放
送
を
開
始
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
村
内
全
域
に
各
種
の
伝
達
、
緊
急
放
送
が

い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
地
区
の
要
請
に
よ
っ
て
は

該
当
地
区
の
み
の
放
送
も
可
能
と
な
っ
た
。

こ
の
放
送
施
設
を
利
用
し
て
、
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操

・
六
時
・
十
二
時

・
十
七
時
の
三
回
チ
ャ
イ
ム
放
送
・
朝
七
時

・
昼
十
二
時
定
時
放

送
を
実
施
し
て
い
る
。

広報放送施設第3章

553 



広報活動

554 

第
四
章

面
河
村
の
広
報
紙

第10編

江
戸
時
代
の
「
高
松
」
は
、
法
度
(
は
っ
と
)
、
提
書

(
お
き
て
が
き
〉
な
ど
を
記
し
、
人
目
を
ひ
く
場
所
に
高
く
掲
げ
た
板
札
(
立
札
)
で

あ
り
、
こ
れ
は
幕
府
藩
主
の
一
つ
の
広
報
手
段
で
あ
っ
た
。

こ
の
高
札
は
本
村
で
は
、
享
保
年
間
(
一
七
二

0
年
代
)
柏
野
・
大
味
川
村
の
各
一
か
所
(
場
所
不
明
)
に
、
御
高
札
「
切
支
丹
御
札
」

が
建
っ
て
い
た
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
法
度
の
御
触
(
ふ
れ
)
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。

明
治
二
十
三
年
柚
川
村
役
場
が
設
置
さ
れ
、

や
が
て
こ
れ
が
「
掲
示
板
」
に
変
わ
り
、
も
ろ
も
ろ
の
事
が
ら
が
公
示
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。そ

の
後
昭
和
三
十
三
年
五
月
二
十
日
、
広
報
「
お
も
ご
」

(
B
版
2
型
)
の
創
刊
号
が
、
教
育
委
員
会
の
編
集
で
発
刊
さ
れ
た
。

こ
の
広
報
も
、
昭
和
三
十
六
年
一
月
号
を
も
っ
て
、
経
費
と
利
用
状
況
の
都
合
で
、
休
刊
と
な
っ
た
。

ζ
」

(
B
4
判
〉
が
、

謄
写
版
刷
り
で
復
刊
、
同
五
十
年
七
月
広
報
「
お
も

(
B
4
判
)
が
、
教
育
委
員
会
主
宰
、
面
河
村
広
報
委
員
会
が
年
六
回
定
期
的
に
発
行
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

昭
和
四
十
九
年
一
月
(
村
長
中
川
鬼
子
太
郎
)
村
報
「
お
も
ご
」
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